
平 成 ２ ６ 年 ９ 月 

豚肉に関する最近の情勢について 

農林水産省生産局食肉鶏卵課 

資料１ 



 ○ 豚 肉 需 給 の 推 移
(部分肉ベース、単位：千トン、〔トン〕、％)

1,548 1,621 1,662 1,720 1,716 1,635 1,641 1,672 1,635 1,660 1,688 1,674 1,672 401

(2.2) (4.7) (2.5) (3.5) (▲0.2) (▲4.7) (0.3) (1.9) (▲2.2) (1.6) (1.7) (▲0.8) (▲0.1) (▲1.3)

862 872 893 884 870 874 873 882 923 895 894 907 917 216

(▲1.9) (1.2) (2.4) (▲1.0) (▲1.6) (0.5) (▲0.2) (1.1) (4.6) (▲3.0) (▲0.1) (1.4) (1.2) (▲3.8)

706 748 779 862 879 737 755 815 692 768 803 760 744 211

(8.5) (5.9) (4.2) (10.7) (1.9) (▲16.2) (2.4) (8.0) (▲15.1) (11.0) (4.5) (▲5.4) (▲2.0) (17.1)

〔376〕 〔86〕 〔63〕 〔15〕 〔53〕 〔441〕 〔1,012〕 〔1,889〕 〔2,113〕 〔519〕 〔663〕 〔854〕 〔1,378〕 〔337〕

(90.6) (▲77.1) (▲27.1) (▲75.7) (248.0) (731.5) (129.5) (86.6) (11.8) (▲75.4) (27.6) (28.9) (61.3) (81.4)

期末在庫 144 142 151 177 210 185 171 194 172 174 183 175 162 188

資料：農林水産省「畜産物流通統計」、財務省「日本貿易統計」、（独）農畜産業振興機構「食肉等保管状況調査」
注１：（　）内は対前年度増減率
注２：輸出量の〔　〕内は、トン表示
注３：消費量は生産量、輸入量、輸出料及び期末在庫より推計した推定出回り量
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（１）消 費 

 

（２）国内生産 

 国内生産量は、20年度は、堅調な卸売価格や衛生対策の効
果による事故率低減等から、対前年度比1.1％増となった。 

21年度は、子取用めす豚頭数の増加や衛生対策の効果から、
対前年度比4.6％増となった。 

22年度は、宮崎県における口蹄疫の発生や記録的猛暑の影
響により出荷頭数が減少したこと等から、対前年度比3.0％減
となった。 

23年度は、年度前半は、前年の猛暑による受胎率の低下か
ら、出荷頭数が減少したものの、８月以降出荷頭数が増加し
た結果、前年度並みとなった。 

24年度は、引き続き出荷頭数が増加したこと等から、対前
年度比1.4％増となった。 

25年度も出荷頭数の増加により対前年度比1.2％増となった。 

26年度（4～6月）は、対前年同期比3.8％減となっている。 
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消費量（推定出回り量）は、20年度は、景気の低迷による
消費者の低価格志向等から、対前年度比1.9％増となった。 

21年度は、国産豚肉の価格が低下し需要が増加したものの、
輸入豚肉の需要が大きく減少したこと等から、対前年度比
2.2％減となった。 

22年度及び23年度は、輸入豚肉の需要増加等から対前年度
比1.6％、1.7％増となった。 

24年度は、家計消費の減少や輸入量の減少を背景に、対前
年度比0.8％減となった。 

25年度は、現地価格の上昇や円安等による輸入量の減少等
により、対前年度比で0.1％減となった。 

26年度（4～6月）は、対前年同期比1.3％減となっている。 



○ 豚肉の輸出量及び輸出金額

(部分肉ベース、単位：トン、％、百万円)

13 376 190.6 195 199.0

14 86 22.9 15 7.7

15 63 72.9 9 60.0

16 15 24.3 14 155.6

17 53 348.0 57 407.1

18 441 831.5 102 178.9

19 1,012 229.5 215 210.8

20 1,889 186.6 375 174.4

21 2,113 111.8 400 106.7

22 519 24.6 259 64.8

23 663 127.6 258 99.6

24 854 128.9 312 120.9

25 1,378 161.3 482 154.5

26（4～6） 337 181.4 166 199.8

資料：財務省「日本貿易統計」

輸　出　量

合計 対前年比 対前年比

 
輸 出 金 額

合計

区 分

年 度

○ 豚 肉 の 輸 入 量
(部分肉ベース、単位：千トン、％)

 輸　　    入    　　量
　        合 　     計            国  別  輸  入  量 　

　 うち 冷蔵 　 うち 冷凍   デンマーク    　米国     カナダ
数量 対前年比 数量 対前年比 数量 対前年比 数量 対前年比 数量 対前年比 数量 対前年比

13 706 108.5 203 105.2 503 109.9 216 110.7 243 120.8 157 122.5

14 748 105.9 196 96.4 552 109.7 221 102.4 247 101.8 168 107.2

15 779 104.2 178 91.2 600 108.8 233 105.4 246 99.3 172 102.4

16 862 110.7 188 105.6 674 112.3 265 113.5 257 104.7 189 109.3

17 879 101.9 217 114.9 663 98.3 227 85.6 292 113.4 189 100.0

18 737 83.8 224 103.6 513 77.4 167 73.4 261 89.5 155 82.3

19 755 102.4 239 106.4 516 100.6 152 91.0 278 106.5 165 106.6

20 815 108.0 273 114.5 542 105.0 153 100.9 342 123.0 178 107.5

21 692 84.9 224 82.1 468 86.3 128 83.7 275 80.5 174 98.0

22 768 111.0 236 105.2 532 113.8 133 103.8 309 112.3 176 100.9

 23 803 104.5 258 109.3 545 102.4 131 98.8 330 106.6 174 99.2

24 760 94.6 262 101.5 498 91.4 115 87.7 300 91.0 165 94.9

25 744 98.0 306 116.8 438 88.0 117 101.7 275 91.7 142 85.9

 26（4～6） 211 117.1 77 105.0 134 125.4 35 128.2 73 102.6 37 119.0

資料：財務省「日本貿易統計」

 

区分

年度

（３）輸出入 

 ① 輸入量は、20年度は、景気の低迷による消費者の低価格志
向を背景に、対前年度比8.0％増となった。 

    21年度は、輸入在庫の取崩しが進んだことや、国内生産量
の増加を背景に輸入豚肉の需要が減少したこと等から、対前
年度比15.1％減となった。 

  22年度は、期首の輸入品在庫量が低水準であったことや、
国内生産量が減少したこと等から、対前年度比11.0％増と
なった。 

  23年度は、豚肉加工品需要の増加等から、対前年度比
4.5％増となった。 

  24年度は、輸入在庫の取崩しが進んだことや、国内生産量
の増加を背景に輸入豚肉の需要が減少したこと等から、対前
年度比5.4％減となった。 

  25年度は、現地価格の上昇や円安等により、対前年度比
2.0％減となった。 

  26年度（4～6月）は、対前年同期比17.1％増となっている。 

② 輸出量は、19及び20年度は、香港・台湾向けの輸出が堅調
なこと等から、それぞれ、対前年度比、129.5％増、86.6％増
となった。 

    21年度は、台湾・ベトナム向けのくず肉の輸出が引き続き
堅調なこと等から、対前年度比11.8％増となった。 

  22年度は、４月20日に宮崎県において発生した口蹄疫を受
け、ベトナム等への輸出が停止したことから大幅な減少(対前
年度比75.4％減）となった。 

    23年度は、マカオへの輸出再開等により、対前年度比
27.6％増となった。 

  24年度は、香港やカンボジア向け輸出が大幅に増加したこ
とから、対前年度比28.9％増となった。 

  25年度は、アジア向けの輸出が増加したことから、対前年
度比61.3％増となるとともに、輸出金額は過去最高となった。 

  26年度（4～6月）は、対前年同期比81.4％増となっている。 
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区分 

年度 
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26年7月

597円 (13.9)

円／kg

年度平均

４９９円
（ 13.7 )

４６９円
（ ▲6.0 )

安定上位価格
（ 570円 ）

４４２円
（ ▲5.8 )

４７３円
（ ▲0.2 )

４７４円
（ 7.2 )

４７９円
（ 1.3 )

５１９円
（ 8.4 )

○ 豚枝肉卸売価格の推移（ 東京 ・ 大阪加重平均 ）

資料：農林水産省「畜産物流通統計」
注１：価格は東京及び大阪の中央卸売市場における 「 極上 ・ 上 」 規格の加重平均値（省令価格）
注２：（ ）内は対前年度騰落率
注３：26年6月分は速報値

４９６円
（ ▲4.4 )

安定基準価格

（ 425円 ）

389 388

511

安定基準価格
（ 365円 ）

安定上位価格
（ 480円 ）

４７４円
（ 10.0 )

１５年度

424

538

４５５円
（ ▲4.0)

１４年度１３年度 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

（ 545円 ）

（ 400円 ）

４４０円
（ ▲3.3)

４９９円
（ 13.4)

４３１円
（ ▲13.1)

６１５円
（ 23.0)

（ 550円 ）

（ 405円 ）

２６年度

○ 豚飼養戸数、頭数の推移

(各年２月１日現在)

１３ １４ １５ １６ １８ １９ ２０ ２１ ２３ ２４ ２５ ２６

 飼 養 戸 数（千戸） 10.80 10.00 9.43 8.88 7.80 7.55 7.23 6.89 6.01 5.84 5.57 5.27

 （対前年増減率） (▲7.7) (▲7.4) (▲5.7) (▲5.8) (▲12.2) (▲3.2) (▲4.2) (▲4.7) (▲12.8) (▲2.8) (▲4.6) (▲5.4)

うち肥育豚千頭以上層 2.1 2.1 2.1 2.0 2.0 2.0 2.1 2.1 2.0 2.0 1.9 1.9

（戸数シェア） 24.1 (25.4) (26.4) (27.2) (30.7) (31.0) (33.6) (34.2) (37.0) (38.7) (38.4) (40.7)

 飼 養 頭 数（千頭） 9,788 9,612 9,725 9,724 9,620 9,759 9,745 9,899 9,768 9,735 9,685 9,538

 （対前年増減率） (▲0.2) (▲1.8) (1.2) (0.0) (▲0.9) (1.4) (▲0.1) (1.6) (▲1.3) (▲0.3) (▲0.5) (▲1.5)

うち子取用雌豚 922 916 929 918 907 915 910 937 902 900 900 885

（対前年増減率） (▲0.8) (▲0.6) (1.4) (▲1.3) (▲1.1) (0.9) (▲0.5) (2.9) (▲ 3.7) (▲ 0.2) (0.0) (▲ 1.6)

6,640 6,615 6,812 6,874 7,232 7,379 7,500 7,833 8,022 7,974 8,007 7,980

（頭数シェア） (71.1) (72.1) (73.8) (74.7) (79.0) (79.7) (80.8) (82.3) (84.8) (84.9) (85.5) (86.4)

 一戸当たり

   飼養頭数（頭） 906.3 961.2 1,031.3 1,095.0 1,233.3 1,292.6 1,347.9 1,436.7 1,625.3 1,667.0 1,738.8 1,809.7

 一戸当たり     

   子取用雌豚頭数（頭） 97.5 104.3 112.1 118.1 133.8 139.5 145.6 158.0 176.5 183.7 194.7 206.4

注１：肥育豚千頭以上層の戸数シェア及び頭数シェアは、学校、試験場等の非営利的な飼養者を除いた

    戸数（頭数）に対する割合である。

うち肥育豚千頭以上層

資料：農林水産省「畜産統計」､「家畜の飼養動向」

  区   分  ／  年

（４）卸売価格 

 20年度は、年度後半からの供給量の増加や景気の低迷等か
ら軟化し、対前年度比4.4％低下した。 

21年度は、国内生産の増加や国産在庫の水準が高いこと等
から７月下旬以降急速に低下したため、豚肉卸売価格の回復を
目的として10月13日から22年３月末まで調整保管を実施。年度
では対前年度比13.1％低下した。 

22年度は、宮崎県における口蹄疫の発生や記録的猛暑の影
響により出荷頭数が減少したこと等から、対前年度比10.0％上
昇した。 

23年度は、８月以降出荷頭数が増加したことから、対前年
度比4.0％低下した。 

24年度は、消費が減少する一方で、出荷頭数が増加したこ
とから、対前年度比3.3％低下した。 

25年度は、円安や現地価格高騰等により輸入量が減少し、
国産への代替需要が増加したことから、対前年度比13.4％上昇
した。 

26年度（4～7月）は、昨年の猛暑の影響により出荷頭数が
減少したこと等により、対前年同期比23.0％上昇している。 

（５）飼養動向 

 ① 飼養戸数は、小規模の飼養者層を中心に減少傾向で推移して
おり、26年は対前年比5.4％減少した。 

② 飼養頭数は、19年は、18年度における堅調な豚肉価格等を背
景に、対前年比1.4％増となり、20年は、ほぼ横ばいとなった。 

  21年は、衛生対策の効果等から対前年比1.6％増となった。 

  23年は、22年の口蹄疫発生や猛暑の影響等から、対21年比
1.3％減となった。 

  24年以降は、わずかに減少し24年は対前年比0.3％減、25年
は対前年比0.5％減、26年は対前年比1.5％減となっている。  

③ １戸当たりの飼養頭数は着実に増加しており、26年は1,810
頭、対前年比4.1％増となった。 
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◎　豚の飼養動向

年度 全  国 北海道 東  北 関  東 北  陸 東  海 近  畿 中国四国 九  州 沖  縄

 飼養戸数（戸） 25年 5,570 265 716 1,460 195 471 87 321 1,770 285

26年 5,270 246 663 1,390 171 446 85 297 1,700 276

前年比 94.6 92.8 92.6 95.2 87.7 94.7 97.7 92.5 96.0 96.8

 飼養頭数（頭） 25年 9,685,000 612,200 1,638,000 2,456,000 258,400 693,100 58,300 574,900 3,056,000 246,800

26年 9,537,000 626,000 1,602,000 2,521,000 244,200 689,200 58,600 558,100 3,004,000 234,000

前年比 98.5 102.3 97.8 102.6 94.5 99.4 100.5 97.1 98.3 94.8

 子取り用めす豚頭数（頭） 25年 899,700 54,400 149,700 238,700 25,100 63,900 4,340 51,700 286,900 25,000

26年 885,300 54,400 148,800 238,000 23,100 62,900 4,380 49,700 279,300 24,700

前年比 98.4 100.0 99.4 99.7 92.0 98.4 100.9 96.1 97.4 98.8

資料：農林水産省統計部「畜産統計」

 地域別の豚の飼養動向 
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と畜頭数

安定上位価格

（５７０円）

安定基準価格

（４２５円）

枝肉卸売価格 調整保管

21.10.13～22.3.31

豚枝肉卸売価格（省令価格）及びと畜頭数の推移 

 
7月 
597 円/kg 

7月 
1,335 千頭 

-5- 



300

350

400

450

500

550

600

650

700

750

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

（円／kg）

26年度安定基準価格（425円）

26年度安定上位価格（570円）

23年度

月

資料：農林水産省統計部調べ

22年度

５９９円
（26/9/10）

24年度
年度平均価格

23年度：455円/kg

24年度：440円/kg

25年度：499円/kg

25年度

豚枝肉卸売価格（省令価格）の推移 
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